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明
代
に
な
る
と
、
中
国
の
絵
画
に
は
色
々
な
新
し
い
特
徴
が
現
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
美
術
史
に
関
す
る
通
常
の
著
作
は
ま
だ
文
人
画
の
発
展
プ
ロ
セ
ス
を
追
究
す
る

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
般
の
研
究
者
は
相
変
わ
ら
ず
「
明
四
家
」
の
流

れ
の
解
明
だ
け
に
注
目
し
、
他
の
社
会
的
な
役
割
を
果
た
し
た
絵
画
の
ル
ー
ツ
を
無

視
し
続
け
て
い
る
。
そ
こ
で
、
認
識
の
ず
れ
が
生
じ
る
だ
け
で
な
く
、「
抗
倭
図
巻
」

や
「
平
番
得
勝
図
巻
」
な
ど
の
よ
う
な
時
代
を
反
映
し
た
作
品
も
受
け
ら
れ
る
べ
き

重
視
を
得
ら
れ
な
い
。
典
籍
の
挿
絵
に
至
っ
て
は
、
文
人
で
も
あ
っ
た
陳
洪
綬
と
そ

の
他
文
人
の
好
み
に
合
っ
た
い
く
つ
か
の
戯
曲
の
挿
絵
が
重
要
視
さ
れ
た
外
に
は
、

明
代
の
典
籍
に
あ
る
挿
絵
が
絵
画
史
に
お
け
る
重
要
性
が
充
分
に
認
識
さ
れ
て
い
な

い
と
思
わ
れ
る
。

　

木
版
印
刷
は
中
国
文
化
の
伝
播
と
発
展
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
仏

教
の
教
義
を
図
解
し
、
仏
像
に
対
す
る
崇
拝
に
も
と
づ
い
て
、
印
刷
す
る
仏
教
経
典

に
仏
像
の
挿
絵
を
加
え
た
。
見
え
る
画
像
は
文
字
の
力
を
超
え
て
教
義
の
普
及
に
役

だ
っ
た
。
南
宋
の
嘉
定
年
間
に
、
杭
州
で
刊
行
さ
れ
た
「
仏
国
禅
師
文
殊
指
南
図
讃
」

（
図
一
）
は
、『
華
厳
経
』
の
善
財
童
子
五
十
三
参
と
い
う
物
語
に
、
段
落
ご
と
に

善
財
童
子
の
参
訪
図
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
仏
教
が
中
国
に
伝
わ
っ
た
の

ち
に
石
窟
の
彫
刻
・
壁
画
な
ど
の
芸
術
的
手
法
に
よ
る
弘
法
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
。
万
里
も
遠
し
と
し
な
い
巡
礼
者
達
に
と
っ
て
石
窟
が
永
劫
に
変
わ
ら

な
い
瞻
仰
の
場
所
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
版
刻
印
刷
さ
れ
た
も
の
は
ポ
ー
タ
ブ
ル
な
閲

覧
物
と
し
て
、
室
内
で
も
学
習
と
研
究
が
楽
し
め
、
よ
り
衆
生
の
教
化
に
適
し
た
も

の
だ
と
言
え
よ
う
。
元
代
に
刊
行
さ
れ
た
『
孝
経
直
解
』
は
画
像
の
下
に
説
明
文
を

付
す
る
と
い
う
形
式
を
用
い
て
、
勧
善
教
育
を
よ
り
有
効
な
も
の
に
し
た
。
一
方
、

こ
れ
ら
の
応
用
・
展
開
は
逆
に
版
刻
印
刷
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
促
進
し
た
。

　

明
代
に
な
る
と
、
版
刻
印
刷
は
一
つ
の
ピ
ー
ク
に
至
っ
た
。
数
量
が
多
く
、
内
容

陳　
　
　
　
　

履　
　

生

　

二
〇
一
五
年
四
月
二
〇
日
、
本
研
究
所
と
中
国
国
家
博
物
館
と
の
共
同
研
究
の
一
環
と
し
て
、「
倭
寇
と
倭
寇
図
像
を
め
ぐ
る
国
際
研
究
集
会
」
を
開
催
し
た
。
集
会
で
は
ま
ず
、
研
究
代
表
者
で
あ

る
須
田
牧
子
助
教
（
史
料
編
纂
所
）
が
こ
の
間
の
研
究
経
過
を
報
告
し
、
つ
い
で
中
国
国
家
博
物
館
の
陳
履
生
副
館
長
か
ら
明
代
典
籍
に
描
か
れ
た
倭
寇
図
像
に
関
す
る
報
告
が
あ
っ
た
（
陳
副
館
長
は

急
遽
欠
席
の
た
め
、
中
国
科
学
院
自
然
科
学
史
研
究
所
の
黄
栄
光
副
研
究
員
に
よ
る
翻
訳
・
代
読
）。
続
い
て
、
岡
山
大
学
の
遊
佐
徹
教
授
か
ら
、「
小
説
に
〝描
か
れ
た
〟
倭
寇
―
明
清
倭
寇
小
説
概
論
」

と
題
し
、
明
清
期
の
中
国
小
説
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
倭
寇
の
記
述
や
倭
寇
図
像
の
紹
介
と
分
析
に
基
づ
く
報
告
が
あ
っ
た
。
参
加
者
四
〇
名
。
こ
の
う
ち
、
以
下
に
陳
副
館
長
の
報
告
を
載
せ
る
。

　

こ
の
研
究
集
会
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
黄
栄
光
副
研
究
員
か
ら
多
大
な
る
ご
尽
力
を
た
ま
わ
っ
た
こ
と
を
付
記
し
て
謝
辞
に
か
え
た
い
。�

（
海
外
Ｓ
科
研
代
表
／
保
谷　

徹
）

版
刻
の
使
い
道
―
明
代
典
籍
の
挿
絵
に
あ
る
抗
倭
図
の
研
究
―

―
『
三
省
備
辺
図
記
』
を
中
心
に
―

「
倭
寇
と
倭
寇
図
像
を
め
ぐ
る
研
究
集
会
」
報
告
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が
豊
富
で
、
形
式
が
多
種
多
様
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
教
化
、
美
術
、
記
録
な

ど
が
並
行
し
て
発
展
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
長
所
を
持
っ
て
い
た
。「
明
末
に
は
、
絵
が

な
け
れ
ば
本
が
な
り
立
た
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
」。
版
刻
の
具
体
的
な
応
用
と
し
て
、

沿
海
地
域
に
お
け
る
抗
倭
の
活
動
を
記
録
し
た
ほ
か
、
抗
倭
関
連
の
詳
細
な
兵
力
運

用
、
城
塞
の
守
護
、
敵
の
討
伐
や
貿
易
な
ど
の
仕
事
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
表
現
し

た
。
そ
れ
で
、
該
当
時
期
の
典
籍
、
絵
巻
に
あ
る
抗
倭
関
連
の
画
像
は
歴
史
的
に
み

れ
ば
、
史
実
の
記
録
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
美
術
史
の
枠
を
越
え
た
意
味
が
あ
る
と
み

て
よ
い
。
版
刻
は
文
人
の
自
我
や
文
人
と
い
う
階
層
の
趣
味
か
ら
完
全
に
離
脱
し
、

国
家
レ
ベ
ル
で
の
時
代
記
録
に
昇
格
さ
れ
、
中
国
古
来
か
ら
の
「
教
化
を
成
し
、
人

倫
を
助
け
る
」
伝
統
と
の
繋
が
り
を
示
し
た
。

　
「
倭
寇
の
災
い
は
福
建
よ
り
始
ま
っ
た
。
内
地
の
姦
民
が
誘
い
こ
ん
だ
か
ら
だ
。

時
は
嘉
靖
二
十
五
年
（
一
五
四
六
年
）
で
、
災
い
が
ま
だ
見
え
隠
れ
す
る
く
ら
い
で
、

明
ら
か
に
な
ら
ず
、
小
さ
い
も
の
で
大
き
く
は
な
か
っ
た
」
が
、
そ
の
後
、「
倭
寇
が

大
人
数
で
来
て
、
動
も
す
れ
ば
千
、
万
で
数
え
ら
れ
る
」
よ
う
に
な
っ
た
。
倭
寇
が

も
た
ら
し
た
災
い
は
ま
さ
に
中
国
国
家
博
物
館
が
所
蔵
す
る
「
抗
倭
図
巻
」
と
日
本

の
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
「
倭
寇
図
巻
」
に
描
か
れ
た
よ
う
に
、
放
火
、
略

奪
と
難
民
困
窮
及
び
離
散
で
あ
っ
た
。
そ
の
根
本
的
な
原
因
は
、「（
倭
寇
は
）
自
ら

た
ど
り
着
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
福
建
の
内
地
に
い
る
姦
人
の
援
助
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
米
と
水
を
提
供
さ
れ
た
か
ら
長
く
い
ら
れ
る
。
貨
物
を
提
供
さ
れ
た
か
ら

貿
易
を
行
え
る
。
案
内
を
し
て
も
ら
っ
た
の
で
、
奥
地
ま
で
入
れ
た
。
海
に
助
っ
人

が
い
る
の
は
、
北
の
辺
境
に
ス
パ
イ
が
い
る
の
と
同
様
で
あ
り
、
ス
パ
イ
を
取
り
除

い
て
は
じ
め
て
北
虜
を
追
い
出
せ
る
。
助
っ
人
を
厳
し
く
取
り
締
ま
っ
て
は
じ
め
て

倭
夷
は
平
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」。「
内
地
に
い
る
姦
人
」
に
よ
る
倭
寇
へ
の
援
助
を

解
決
し
、
倭
寇
と
戦
う
に
は
、
明
政
府
に
よ
る
組
織
と
軍
事
的
な
準
備
が
必
要
で
あ

る
う
え
、
兪
大
猷
や
戚
継
光
の
よ
う
な
英
雄
及
び
『
三
省
備
辺
図
記
』
を
著
し
た
蘇

愚
の
よ
う
な
名
将
軍
も
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
民
衆
全
員
の
参
加
と
物
資

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

図一　佛国禅師文殊指南図讃
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の
備
蓄
が
必
要
で
あ
る
ほ
か
、
地
理
と
軍
事
関
連
の
知
識
の
蓄
積
、
普
及
も
緊
急
に

求
め
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、『
籌
海
図
編
』（
図
二
）
と
い
う
海
防
・
抗
倭
の
専
門
書

が
著
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

一
五
五
六
年
（
明
嘉
靖
三
十
五
年
）、
胡
宗
憲
は
浙
江
軍
務
総
督
の
任
期
中
に
、

倭
寇
の
侵
攻
を
食
い
止
め
る
た
め
に
、
鄭
若
曾
な
ど
を
招
聘
し
、
海
防
に
関
す
る
資

料
を
集
め
さ
せ
、
十
三
巻
か
ら
な
る
『
籌
海
図
編
』
の
編
集
を
さ
せ
た
。
初
版
は
一

五
六
二
年
（
嘉
靖
四
十
一
年
）
に
刊
行
さ
れ
た
。『
籌
海
図
編
』
は
抗
倭
を
語
る
上

で
重
要
な
典
籍
で
、
中
国
古
代
に
お
け
る
海
防
の
百
科
全
書
で
あ
り
、
嘉
靖
期
の
事

項
を
中
心
に
明
代
の
倭
寇
討
伐
の
歴
史
を
詳
し
く
記
載
し
、
さ
ら
に
明
代
以
前
及
び

明
初
の
中
日
交
流
事
情
に
も
言
及
し
た
も
の
で
あ
る
。沿
海
地
方
と
日
本
の
地
図（
図

三
）、
日
本
事
略
か
ら
始
ま
り
、
各
省
の
地
方
ご
と
の
抗
倭
事
蹟
に
つ
い
て
述
べ
た

う
え
、
年
表
を
付
し
、
さ
ら
に
倭
寇
の
行
動
路
線
図
、
重
要
な
戦
役
と
戦
没
者
の
事

蹟
を
記
録
し
、「
経
略
」
を
も
っ
て
終
章
と
し
て
い
る
。

　
『
籌
海
図
編
』
は
画
像
を
中
心
に
、
文
字
と
図
を
く
み
合
わ
せ
地
形
、
兵
船
、
兵

器
な
ど
の
形
状
と
特
徴
を
説
明
し
、
当
時
の
海
防
と
抗
倭
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
本

の
中
に
あ
る
「
輿
地
全
図
」、「
沿
海
山
沙
図
」、「
沿
海
郡
県
図
」、「
日
本
島
夷
入
寇

之
図
」
な
ど
は
、
具
体
的
で
詳
細
で
あ
り
、
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
七
十

二
枚
の
地
図
か
ら
な
る
「
沿
海
山
沙
図
」
は
、
島
、
山
、
海
、
川
、
砂
浜
、
海
岸
線
、

町
、
狼
煙
台
な
ど
の
記
号
が
あ
り
、
実
際
に
参
照
で
き
る
沿
海
地
形
図
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
地
図
が
繋
が
っ
て
お
り
、
海
岸
線
の
全
容
が
明
ら
か
に
見
え
る
。
沖
に
あ

る
島
と
暗
礁
、
海
岸
に
あ
る
の
港
湾
と
山
や
水
の
状
況
が
描
か
れ
て
い
て
、
沿
海
に

設
け
ら
れ
た
衛
、
所
、
墩
、
台
な
ど
も
詳
し
く
示
し
て
い
る
。「
経
略
」
の
一
項
目

で
あ
る
「
兵
船
」
に
は
、
各
地
方
の
計
二
十
種
類
の
兵
船
及
び
各
種
の
兵
器
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。

　
「
一
切
の
関
所
と
要
塞
の
地
形
と
内
部
構
造
、
虚
実
向
背
に
つ
い
て
、
時
代
ご
と

に
図
牒
で
表
現
し
た
。
過
去
の
記
録
と
し
て
、
未
来
の
参
考
に
す
る
た
め
で
あ
る
」。

画
像
及
び
版
刻
印
刷
の
持
つ
意
味
は
、
抗
倭
と
海
防
を
背
景
に
し
た
『
籌
海
図
編
』

で
高
め
ら
れ
た
。『
籌
海
図
編
』
は
そ
れ
ま
で
版
刻
印
刷
が
果
た
し
た
宗
教
、
道
徳

関
連
の
精
神
的
な
教
化
機
能
を
、
国
家
政
策
と
民
衆
の
生
活
に
関
わ
る
現
実
的
な
指

導
機
能
に
転
化
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
実
務
的
で
科
学
的
な
発
想
に
も
と
づ
い
て
、
抗

倭
の
歴
史
と
現
実
に
お
け
る
問
題
を

扱
っ
た
教
科
書
で
あ
り
、
事
典
で
も
あ

る
。
同
時
代
の
小
説
・
戯
曲
な
ど
と
完

全
に
異
な
り
、『
籌
海
図
編
』
の
挿
絵

は
美
し
さ
の
追
求
を
目
的
と
し
て
い
な

か
っ
た
。
国
の
政
治
に
お
け
る
意
義
を

体
現
し
た
こ
と
に
、
成
熟
し
た
版
刻
印

刷
技
術
の
伝
播
力
を
完
璧
に
発
揮
し
た

こ
と
で
あ
り
、
同
時
に
当
時
の
社
会
に

お
い
て
該
当
技
術
が
高
度
に
普
及
し
て

い
た
状
況
を
表
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

（
７
）

図二

図三
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嘉
靖
年
間
、
倭
寇
が
福
建
と
浙
江
の
沿
海
地
方
に
攻
め
て
き
た
時
、
抗
倭
の
英
雄
林

兆
恩
（
一
五
一
七
―
一
五
九
八
年
）
が
『
防
倭
管
見
』
を
政
府
に
提
言
し
、
難
民
の

救
済
に
家
財
を
尽
く
し
、
二
万
二
千
人
以
上
の
死
者
を
埋
葬
し
た
。
さ
ら
に
林
氏
は

「
艮
背
法
」（
今
日
の
気
功
療
法
に
相
当
）
を
も
創
し
た
。
万
暦
十
一
年
（
一
五
八

三
年
）、
盧
文
輝
は
師
匠
の
命
令
を
受
け
て
「
九
序
内
景
図
」
を
編
集
し
、
文
字
と

図
解
を
組
み
合
わ
て
『
九
序
心
法
』
の
解
説
を
行
っ
た
。
目
的
は
戦
乱
後
の
伝
染
病

予
防
と
健
康
維
持
に
あ
り
、
国
家
の
命
題
で
あ
る
抗
倭
の
た
め
で
あ
る
点
で
は
同
様

だ
と
い
え
よ
う
。

　

版
刻
印
刷
技
術
の
成
熟
と
高
度
な
普
及
は
、
社
会
現
実
の
各
方
面
の
需
要
に
緊
密

に
関
わ
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、『
籌
海
図
編
』
の
編
集
に
あ
た
り
、
作
者
は
多
く
の

参
考
図
書
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
内
、
タ
イ
ト
ル
に
「
倭
」
の
字
が
入
っ
て
い
る
書

籍
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

都
御
史　
　
　

李
遂
著
『
平
倭
事
略
』

　
　

都
御
史　
　
　

章
渙
著
『
平
倭
四
疏
』

　
　

総
兵　
　
　
　

兪
大
猷
著
『
平
倭
疏
』

　
　

礼
部
郎　
　
　

沈
応
魁
著
『
平
倭
奏
草
』

　
　

姑
蘇　
　
　
　

皇
甫
汸
著
『
備
倭
議
』

　
　

五
官
挈
壺
正　

胡
国
材
著
『
平
倭
管
見
』

　
　

寧
波　
　
　
　

李
賢
著
『
備
倭
考
』

　

鄭
若
曾
自
身
に
つ
い
て
い
え
ば
、『
籌
海
図
編
』の
外
に
、『
万
里
海
防
図
論
』、『
四

隩
図
論
』、『
黄
河
図
議
』
な
ど
を
著
し
て
い
る
。
氏
の
『
江
南
経
略
』
は
ま
た
抗
倭

に
関
す
る
重
要
な
著
作
で
あ
る
。「
倭
寇
が
我
が
国
の
内
地
に
難
な
く
一
気
に
攻
め

込
め
た
の
は
、
裏
切
り
者
が
図
面
を
提
供
し
、
捕
虜
と
な
っ
た
者
が
道
案
内
を
す
る

か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
政
府
は
人
を
遣
わ
し
て
偵
察
し
た
り
、
職
人
を
募
っ
て

図
面
を
描
か
せ
た
り
せ
ず
、
い
い
加
減
に
責
任
逃
れ
を
し
て
き
た
か
ら
支
障
を
来
す

こ
と
に
な
っ
た
。
余
は
こ
れ
を
大
変
残
念
に
思
う
。
そ
れ
故
、
凡
そ
水
陸
の
道
路
に

つ
い
て
は
み
ず
か
ら
踏
査
し
、
多
く
の
人
や
書
物
に
照
ら
し
て
考
証
し
、
一
々
明
記

し
た
。
そ
の
な
か
で
要
塞
を
設
け
ら
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
図
と
説

明
を
付
し
、
欠
失
と
省
略
を
敢
え
て
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
後
世
の
経
略
担
当
者
が

チ
ェ
ッ
ク
す
れ
ば
分
か
る
こ
と
で
あ
ろ
う
」。『
江
南
経
略
』
に
は
海
防
、
江
防
、
湖

防
及
び
各
城
の
地
形
図
が
五
十
七
枚
、
各
関
所
、
要
所
の
図
面
が
九
十
二
枚
掲
載
さ

れ
、
蘇
州
、
松
江
、
常
州
、
鎮
江
な
ど
四
府
及
び
所
轄
地
域
の
位
置
、
重
要
な
渡
し

場
や
見
張
り
台
、
侵
入
を
防
ぐ
べ
き
地
勢
の
険
し
い
要
衝
を
も
れ
な
く
詳
細
に
明
記

さ
れ
て
い
る
。「『
江
南
経
略
』
に
解
説
と
画
像
を
付
け
た
の
は
将
校
と
兵
士
が
良
く

理
解
で
き
る
為
、
実
戦
に
便
利
に
使
え
る
為
で
あ
っ
た
。
可
視
的
な
地
図
を
掲
載
す

る
こ
と
で
、
将
校
は
図
に
も
と
づ
い
て
防
備
プ
ラ
ン
を
た
て
ら
れ
る
。
そ
し
て
解
説

文
に
よ
っ
て
図
面
に
あ
る
要
衝
が
目
立
ち
、
実
戦
に
応
用
で
き
る
地
図
と
な
っ
た
」。

一
方
、
市
場
で
流
通
し
て
い
た
典
籍
は
教
科
書
と
し
て
絵
師
の
参
考
に
も
な
っ
て
い

た
。
例
え
ば
、『
籌
海
図
編　

経
略　

兵
器
』
で
描
か
れ
た
「
狼
筅
式
」
は
「
永
寧

破
倭
寇
図
」
に
も
登
場
し
、
し
か
も
先
鋒
部
隊
に
使
わ
れ
た
か
ら
、
抜
群
の
殺
傷
力

を
持
つ
兵
器
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
絵
師
の
参
考
書
に
も
な
り
え
た
と
い

う
意
味
で
、『
籌
海
図
編
』を「
画
譜
」と
見
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

抗
倭
に
関
連
す
る
数
多
く
の
明
代
の
版
刻
印
刷
に
よ
る
典
籍
の
中
で
、
絶
大
多
数

の
挿
絵
は
文
字
の
補
足
で
あ
っ
た
。「
形
を
残
す
に
は
画
よ
り
良
い
も
の
は
な
い
」。

当
時
、「
読
み
本
」
の
世
俗
化
と
商
業
化
に
よ
り
、
挿
絵
の
役
割
と
意
味
が
典
籍
で

よ
り
明
ら
か
に
示
さ
れ
た
。該
当
時
期
に
版
刻
印
刷
さ
れ
た
挿
絵
は
地
図
を
除
け
ば
、

兵
船
、
兵
器
な
ど
物
品
の
形
ば
か
り
で
、
抗
倭
に
関
連
す
る
事
件
と
具
体
的
な
情
状

が
表
現
さ
れ
た
の
は
現
在
の
と
こ
ろ
明
代
蘇
愚
の
著
し
た『
三
省
備
辺
図
記
』（
図
四
）

の
中
に
あ
る
五
枚
し
か
な
い
。
こ
れ
ら
の
挿
絵
の
、
抗
倭
や
戦
争
を
主
題
と
し
た
絵

巻
や
掛
軸
と
の
関
わ
り
、
そ
し
て
『
籌
海
図
編
』
な
ど
版
刻
印
刷
さ
れ
た
典
籍
に
あ

る
挿
絵
と
の
関
連
性
、
さ
ら
に
明
代
の
一
般
的
な
版
刻
印
刷
典
籍
に
あ
る
挿
絵
と
の

芸
術
的
な
関
連
性
は
、
芸
術
史
の
新
し
い
課
題
で
あ
り
、
研
究
、
検
討
す
べ
き
も
の

（
８
）

（
９
）

（
10
）
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で
あ
る
。

　
『
三
省
備
辺
図
記
』
は
嘉
靖
四
十
一
年
（
一
五
六
二
年
）
の
進
士
で
あ
る
蘇
愚
の

仕
官
生
活
の
記
録
で
あ
る
。
蘇
愚
は
字
を
君
明
、
号
を
興
泉
と
し
、
出
身
は
江
蘇
如

東
県
で
あ
っ
た
。
万
暦
時
代
に
広
西
布
政
使
司
左
布
政
使
と
し
て
活
躍
し
た
。『
三

省
備
辺
図
記
』
が
刊
行
さ
れ
た
万
暦
十
一
年
に
、
氏
は
江
西
布
政
使
司
右
布
政
使
に

な
っ
た
。『
三
省
備
辺
図
記
』
の
内
容
は
、
氏
が
隆
慶
元
年
（
一
五
六
七
）
泉
州
で

兵
力
の
備
蓄
に
励
む
こ
と
に
始
ま
り
、
一
五
七
九
年
～
一
五
八
一
年
の
間
に
苗
族
と

後
の
陽
洞
僮
人
を
帰
順
さ
せ
た
こ
と
に
終
わ
り
を
つ
け
た
。
彼
は
こ
の
十
四
年
の
間

に
、
一
五
六
九
年
に
福
建
に
お
い
て
倭
寇
と
海
賊
を
平
定
し
、
一
五
七
二
年
か
ら
一

五
七
三
年
ま
で
は
広
東

で
山
賊
を
、
一
五
七
四

年
に
潮
寇
を
平
定
し

た
。「
戦
の
監
督
を
二

十
回
以
上
、
捕
虜
を
一

万
二
百
人
以
上
め
し
取

り
、
さ
ら
わ
れ
た
者
を

三
千
五
百
余
人
取
り
戻

し
、
一
百
九
十
五
寨
、

三
万
三
百
八
十
九
人
の

帰
順
に
成
功
し
た
」「
蘇

氏
の
功
績
は
無
論
三
省

に
と
ど
ま
ら
な
い
も
の

で
あ
る
」と
言
わ
れ
た
。

　
『
三
省
備
辺
図
記
』

は
説
明
一
文
に
画
像
を

一
枚
か
二
枚
付
け
て
、

蘇
愚
が
指
揮
を
執
っ
た
四
箇
所
に
お
け
る
抗
倭
の
戦
を
記
録
、
説
明
し
た
。
画
像
と

文
字
は
互
い
の
内
容
の
説
明
に
な
り
、
補
い
合
っ
て
い
る
。
五
つ
の
画
面
は
そ
れ
ぞ

れ
相
対
的
に
独
立
し
て
い
て
、
説
明
文
を
読
め
ば
、
内
容
に
も
合
致
し
て
い
る
。
倭

寇
を
捕
ま
え
て
か
ら
の
審
判
、
倭
寇
と
の
激
戦
、
勝
利
を
祝
い
褒
賞
を
貰
う
場
面
な

ど
、
全
て
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
、
描
写
が
複
雑
で
、
生
き
生
き
と
し
て
い
た
。
全
体

を
見
る
と
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
繋
が
っ
て
お
り
、
倭
寇
を
捕
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、

冷
静
沈
着
で
出
撃
を
組
織
し
、
民
兵
の
訓
練
、
追
撃
、
勝
利
を
祝
う
ま
で
の
過
程
は
、

『
抗
倭
図
巻
』
の
よ
う
に
抗
倭
と
い
う
事
件
の
プ
ロ
セ
ス
を
表
し
た
も
の
と
捉
え
ら

れ
な
く
も
な
い
が
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
一
回
の
戦
の
一
部
始
終
で
な
く
、
作
者
が
数

年
間
に
わ
た
る
仕
官
生
活
に
お
け
る
出
来
事
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
絵
師
は
四
回
の

戦
を
描
く
時
に
、
蘇
愚
の
仕
官
生
活
の
代
表
的
な
場
面
を
し
っ
か
り
お
さ
え
た
う
え

で
、
同
一
書
物
の
挿
絵
と
し
て
の
相
互
関
連
性
を
巧
妙
に
持
た
せ
て
い
る
。
よ
っ
て

挿
絵
は
独
立
し
て
い
な
が
ら
互
い
に
繋
が
り
あ
い
、
明
代
の
版
刻
印
刷
典
籍
の
挿
絵

が
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
重
視
す
る
特
徴
が
は
っ
き
り
表
さ
れ
て
い
る
。

　

崇
武
古
城
は
、
福
建
省
泉
州
市
に
属
し
、
恵
安
県
東
南
部
か
ら
二
十
キ
ロ
ほ
ど
離

れ
て
い
る
崇
武
半
島
の
南
端
に
あ
り
、
海
防
の
最
前
線
と
し
て
、
古
来
か
ら
戦
略
要

地
で
あ
っ
た
。
史
書
に
よ
る
と
、
明
永
楽
二
十
二
年
（
一
四
二
四
年
）、
千
人
余
り

の
倭
寇
が
大
山
か
ら
上
陸
し
、
殺
人
、
放
火
と
略
奪
を
し
た
。
崇
武
の
千
戸
で
あ
っ

た
張
栄
が
兵
士
と
民
衆
を
率
い
て
こ
れ
に
抵
抗
し
、戦
死
し
て
ま
で
古
城
を
守
っ
た
。

「
崇
武
擒
倭
記
」
の
始
め
に
お
い
て
、
蘇
愚
は
「
閩
（
福
建
）
は
壬
戌
一
年
（
嘉
靖

四
十
一
年
、
一
五
六
二
年
）
よ
り
倭
寇
が
侵
入
し
始
め
、
蒲
城
を
破
っ
た
。
山
賊
と

海
寇
が
起
り
、
泉
州
の
地
に
蔓
延
し
、
数
万
の
官
兵
を
も
っ
て
討
伐
し
き
れ
ず
、
飢

え
と
疫
病
に
苦
し
む
の
を
待
っ
て
帰
順
さ
せ
た
」
と
語
っ
て
い
る
。
実
際
、
蘇
愚
が

「
丁
卯
（
隆
慶
元
年
、
一
五
六
七
年
）
に
命
を
受
け
て
泉
州
で
兵
備
を
と
と
の
え
る
」

前
に
、
崇
武
は
た
び
た
び
倭
寇
か
ら
の
襲
撃
を
受
け
て
い
た
。

　

嘉
靖
三
十
七
年
（
一
五
五
三
年
）、
倭
賊
が
来
犯
し
、
官
軍
が
こ
れ
に
対
戦
し
、

（
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）
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）
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賊
が
城
の
陥
落
に
失
敗
し
た
。

　

嘉
靖
三
十
八
年
（
一
五
五
九
年
）
三
月
、
倭
寇
が
城
を
攻
撃
し
て
き
た
。
千
戸
銭

儲
が
北
門
を
、
百
戸
王
銭
が
南
門
に
て
督
戦
し
、
対
戦
が
十
数
日
続
け
ら
れ
、
敵
は

城
を
落
と
せ
ず
退
去
し
た
。

　

嘉
靖
三
十
九
年
（
一
五
六
〇
年
）
正
月
、
倭
寇
が
崇
武
城
に
奇
襲
し
て
き
た
。
四

月
二
日
に
、
軍
民
は
血
み
ど
ろ
に
な
っ
て
戦
っ
た
が
、
孤
立
無
援
と
な
り
、
軍
糧
が

尽
き
て
城
は
陥
洛
し
た
。
こ
の
戦
で
は
、
千
戸
銭
儲
と
百
戸
王
銭
が
戦
没
し
た
。
倭

寇
は
入
城
し
て
か
ら
四
十
二
日
間
略
奪
し
、
あ
り
っ
た
け
の
悪
事
を
働
い
た
。
五
月

十
一
日
、
福
建
長
官
万
育
吾
が
自
ら
軍
隊
を
統
率
し
て
反
撃
し
、
崇
武
城
を
奪
い
返

し
た
。

　

嘉
靖
四
十
二
年
（
一
五
六
三
年
）
春
、
倭
寇
が
突
然
上
陸
し
て
き
た
。
戚
継
光
が

指
揮
を
取
り
倭
寇
を
撃
退
し
た
。

　

嘉
靖
四
十
三
年
（
一
五
六
四
年
）、
兪
大
猷
、
戚
継
光
が
仙
游
で
倭
寇
を
破
っ
た
。

兪
大
猷
は
か
つ
て
崇
武
で
督
戦
し
、
関
所
を
強
化
し
敵
の
防
御
に
つ
と
め
た
。
そ
の

威
光
は
沿
海
に
行
き
渡
り
、
倭
寇
は
敢
え
て
侵
犯
し
て
来
な
く
な
っ
た
。

　

蘇
愚
が
「
命
を
受
け
て
泉
州
で
兵
備
を
と
と
の
え
た
」
こ
の
年
に
、
戚
継
光
は
崇

武
に
来
て
倭
寇
討
伐
の
指
揮
を
執
り
、
城
内
の
高
地
で
あ
る
蓮
花
台
に
中
軍
台
を
設

け
た
。
蘇
愚
は
「
地
元
兵
士
の
訓
練
を
指
揮
し
、
春
の
増
水
時
期
に
は
客
兵
を
遣
わ

し
て
守
ら
せ
た
」。
翌
年
、
倭
寇
が
島
で
大
規
模
な
造
船
を
始
め
、
侵
攻
を
計
画
し

て
い
る
と
の
情
報
を
得
た
。
一
五
六
九
年
（
己
巳
）
春
、
大
将
の
旗
さ
え
破
損
さ
れ

る
ほ
ど
の
台
風
の
被
害
を
受
け
、
兵
船
も
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
破
壊
さ
れ
た
。
心
配

し
た
蘇
愚
は
援
軍
を
要
求
し
た
。
三
月
に
、
予
期
し
た
と
お
り
に
倭
寇
が
攻
め
て
き

た
が
、
台
風
で
船
を
た
く
さ
ん
沈
め
ら
れ
、
無
数
の
溺
死
者
を
出
し
た
。
残
り
五
十

数
人
の
倭
寇
は
上
陸
し
て
崇
武
に
向
か
っ
た
。
の
ち
に
全
員
拿
捕
さ
れ
て
官
衙
に
護

送
さ
れ
、
中
に
以
前
永
寧
な
ど
の
衛
所
を
破
っ
た
倭
寇
が
数
人
い
た
。
こ
の
こ
と
に

気
付
い
た
蘇
愚
は
彼
ら
に
歌
う
よ
う
に
命
じ
た
。
倭
寇
達
が
一
斉
に
歌
い
出
し
、
僧

侶
の
念
仏
の
よ
う
に
聞
こ
え
た
。
画
面
は
蘇
愚
の
官
衙
で
、
庭
の
内
外
に
厳
重
に
警

備
を
敷
か
れ
、
外
で
戦
旗
が
翻
し
、
遠
く
に
は
山
々
が
重
な
っ
て
い
く
。
庭
の
中
で

倭
寇
が
縛
ら
れ
て
跪
き
、
両
側
に
文
官
と
武
将
や
長
刀
を
持
つ
武
士
が
い
る
。
蘇
愚

（
14
）

図五　崇武擒倭寇図
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は
両
側
に
使
い
を
侍
ら
せ
て
机
の
前
に
端
座
し
、「
歌
え
」
の
指
図
を
出
し
て
い
る
。

挿
絵
は
こ
の
場
面
を
選
び
、「
崇
武
擒
倭
寇
」
と
い
う
事
件
の
核
心
的
な
内
容
を
典

型
的
に
再
現
し
た
。
構
成
が
複
雑
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
力
が
溢
れ
、
庭
の
内
外

が
呼
応
し
あ
い
、
物
語
の
よ
う
な
場
面
を
描
き
だ
し
た
。

　
「
永
寧
破
倭
寇
図
」
と
「
安
海
平
倭
寇
図
」
の
二
図
は
「
永
安
平
倭
記
」
の
内
容

を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
倭
寇
の
侵
攻
を
防
ぐ
た
め
に
、
泉
州
の
沿
海
五
十
里
に
多

数
の
衛
所
が
設
け
ら
れ
た
。「
嘉
靖
の
末
年
に
、倭
奴
が
海
上
を
横
行
し
悪
事
を
働
き
、

諸
衛
所
に
は
完
全
な
城
が
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
内
地
は
悉
く
そ
の
被
害
に

苦
し
ん
だ
。
倭
寇
が
来
た
と
聞
け
ば
、
郷
民
は
城
に
奔
走
し
て
入
り
、
閉
門
し
て
兵

隊
を
巡
ら
せ
固
守
し
た
。
倭
寇
は
略
奪
し
つ
く
し
て
か
ら
去
っ
て
い
く
。
倭
寇
を
殲

滅
し
よ
う
な
ど
と
敢
え
て
言
う
人
は
い
な
か
っ
た
」。
隆
慶
三
年
（
一
五
六
九
年
）

三
月
に
、
倭
寇
は
崇
武
に
侵
攻
し
、
蘇
愚
は
軍
隊
を
率
い
て
こ
れ
を
撃
っ
た
。
翌
日
、

倭
寇
が
帆
船
で
永
寧
衛
に
侵
攻
し
て
き
た
際
、
ま
た
兵
を
遣
し
て
迎
撃
し
た
。
倭
寇

が
上
陸
し
て
二
十
里
足
ら
ず
の
地
点
に
つ
い
た
と
こ
ろ
で
、
蘇
愚
は
兵
士
に
命
じ
て

突
撃
さ
せ
、
日
が
暮
れ
る
直
前
に
倭
寇
四
十
人
を
殲
滅
し
た
。
大
喜
び
し
た
蘇
愚
は
、

牛
肉
と
酒
で
兵
士
た
ち
を
労
い
、
城
門
を
深
夜
に
な
っ
て
も
閉
鎖
し
な
か
っ
た
。
倭

寇
は
夜
に
乗
じ
て
逃
亡
し
よ
う
と
し
た
が
、
蘇
愚
も
直
ぐ
追
手
を
出
し
た
。
倭
寇
は

山
林
に
身
を
隠
れ
、
や
が
て
安
海
堡
ま
で
逃
げ
て
、
船
を
入
手
し
て
海
へ
逃
げ
よ
う

と
し
た
と
こ
ろ
へ
、
追
い
か
け
て
来
た
官
軍
に
よ
っ
て
一
挙
に
全
滅
さ
れ
、
二
百
人

余
り
が
死
亡
し
た
。
一
人
か
二
人
が
山
の
中
へ
逃
げ
た
が
、
郷
民
に
生
け
捕
り
に
さ

れ
た
。

　

上
記
二
図
の
内
容
は
、
倭
寇
が
崇
武
に
侵
攻
し
て
か
ら
、
永
寧
を
経
て
安
海
ま
で

連
続
し
た
戦
で
あ
っ
た
。
戦
の
場
所
は
永
寧
と
安
海
の
二
ヶ
所
で
あ
っ
た
の
で
、
一

つ
の
画
面
で
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
表
現
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
製
作
者
は
常
規

を
破
り
、
二
枚
の
絵
で
前
後
関
係
の
あ
る
二
つ
の
戦
を
表
現
し
た
。
前
者
は
永
寧
で

倭
寇
を
迎
撃
す
る
場
面
で
あ
り
、後
者
は
安
海
で
倭
寇
を
追
撃
し
た
場
面
を
表
し
た
。

ま
る
で
コ
マ
絵
本
の
よ
う
に
、
別
々
の
画
面
で
異
な
る
時
間
と
場
所
で
起
き
た
迎
撃

と
追
撃
を
描
き
、
更
に
説
明
文
を
添
え
て
、
事
件
の
全
貌
を
イ
メ
ー
ジ
化
し
て
見
せ

て
い
る
。
二
図
の
違
い
は
、
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
破
」
と
「
平
」
の
字
に
あ
る
。
破

図六　永寧破倭寇図
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と
は
迎
撃
の
こ
と
、
平
と
は
殲
滅
の
こ
と
で
あ
る
。「
永
寧
破
倭
寇
図
」
は
遠
方
の

永
寧
城
を
背
景
に
、
蜿
蜒
と
続
く
山
脈
を
越
え
て
倭
寇
の
上
陸
地
点
か
ら
二
十
里
足

ら
ず
の
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
た
官
軍
と
兵
士
た
ち
は
画
面
左
下
の
倭
寇
を
迎
え
撃
ち
、

倭
寇
は
大
敗
し
、
死
体
、
刀
と
弓
な
ど
の
武
器
を
い
た
る
と
こ
ろ
に
残
し
た
。
明
軍

は
柄
の
長
い
武
器
を
持
ち
、
倭
寇
は
双
刀
を
用
い
た
。
画
面
の
大
部
分
が
明
軍
に
占

め
ら
れ
、
勢
い
が
猛
々
し
い
。
片
方
の
倭
寇
も
頑
強
に
抵
抗
し
て
い
る
。
こ
の
戦
で

倭
寇
を
破
っ
た
後
、
続
く
「
安
海
平
倭
寇
図
」
で
は
、
左
下
の
城
壁
を
近
景
に
、
左

上
の
海
辺
の
船
を
遠
景
に
し
、
倭
寇
が
海
か
ら
逃
亡
し
よ
う
と
し
た
戦
の
背
景
を

は
っ
き
り
表
し
て
い
る
。
画
面
の
戦
闘
シ
ー
ン
は
「
永
寧
破
倭
寇
図
」
に
よ
く
似
て

い
る
。
二
図
に
は
、
乗
馬
し
て
い
た
明
軍
が
戦
闘
部
隊
の
後
に
続
き
、
遠
方
か
ら
来

た
援
軍
だ
と
推
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
黒
装
束
の
倭
寇
と
白
衣
を
着
た
明
軍
は
、

文
字
通
り
白
黒
（
善
悪
）
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
二
図
が
描
い
た
戦
闘
の
激
し
さ

は
、
文
字
で
は
い
い
表
せ
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

倭
寇
襲
来
後
、
福
建
の
役
人
は
、
往
々
に
し
て
他
所
か
ら
兵
士
を
募
っ
た
が
、
兵

士
の
給
料
を
税
金
で
賄
い
、
非
常
に
高
く
つ
い
た
。
政
府
は
地
元
の
人
々
を
使
え
な

い
も
の
だ
と
考
え
て
、
兵
士
の
訓
練
を
最
初
か
ら
し
な
か
っ
た
。
蘇
愚
が
泉
州
に
着

任
し
て
か
ら
、
戸
籍
に
基
づ
い
て
民
兵
七
百
余
人
を
募
集
し
た
が
、
そ
の
半
分
ほ
ど

は
年
寄
り
か
ひ
弱
な
も
の
で
、
給
料
が
も
ら
え
な
い
か
ら
騒
擾
を
起
こ
し
て
住
民
に

迷
惑
を
か
け
て
い
た
。
そ
こ
で
蘇
愚
は
老
弱
を
除
隊
し
て
、
各
地
方
に
兵
士
の
給
料

を
確
保
す
る
よ
う
に
命
令
し
、
よ
っ
て
民
兵
た
ち
は
期
日
通
り
に
給
料
を
貰
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
蘇
愚
は
開
元
寺
な
ど
の
寺
に
行
っ
て
教
員
を
募
集
し
、
民

兵
に
兵
法
を
教
え
、
時
ご
と
に
武
亭
で
演
習
さ
せ
た
。
蘇
愚
は
「
私
が
兵
士
を
訓
練

す
る
目
的
は
倭
寇
の
殲
滅
に
あ
り
、
こ
れ
は
地
方
の
た
め
に
や
る
こ
と
で
、
た
だ
給

料
を
費
や
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
」
と
彼
ら
を
戒
め
、「
一
年
過
ぎ
て
、
兵
は
は

た
し
て
戦
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
人
は
み
な
兵
が
精
鋭
で
使
え
る
も
の
だ
と
い
っ

た
」。
隆
慶
三
年
（
一
五
六
九
年
）
の
春
、
倭
寇
が
侵
攻
し
て
き
た
際
、
蘇
愚
は
張

奇
峰
に
兵
士
を
率
い
て
迎
撃
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
兵
士
た
ち
は
そ
れ
ま
で
倭
寇
を

見
た
こ
と
も
な
い
上
に
、
倭
寇
は
海
洲
に
い
る
。
そ
の
た
め
、
蘇
は
兵
士
達
に
慎
重

に
行
動
し
、
夜
に
乗
じ
て
島
へ
行
く
よ
う
に
言
い
つ
け
た
。
結
果
と
し
て
、
海
洲
の

図七　安海平倭寇図
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戦
い
で
は
、
倭
寇
の
首
を
百
六
以
上
取
り
、
張
奇
峰
は
倭
寇
の
頭
領
を
射
殺
し
、「
全

勝
し
た
」
の
で
あ
る
。
常
識
的
に
は
、「
練
兵
平
倭
記
」
と
い
う
主
題
に
は
兵
士
の

訓
練
を
描
い
て
、
蘇
愚
の
軍
事
面
に
お
け
る
寄
与
を
讃
え
る
は
ず
で
あ
る
が
、
絵
師

は
敢
え
て
海
洲
の
戦
を
選
ん
だ
。
無
論
こ
れ
は
賢
明
な
選
択
で
あ
り
、
海
洲
の
戦
を

兵
士
の
訓
練
の
最
終
成
果
と
し
て
取
り
上
げ
、
蘇
愚
の
沿
海
地
区
に
お
け
る
抗
倭
で

果
た
し
た
役
割
を
表
し
て
い
る
。
画
面
の
下
半
分
か
ら
右
側
ま
で
は
海
洲
を
め
ぐ
る

沸
き
立
つ
波
で
あ
る
。
民
兵
は
画
面
左
上
か
ら
右
下
に
い
る
倭
寇
を
攻
撃
し
、
圧
倒

的
な
勢
い
で
倭
寇
を
崖
ま
で
押
し
や
り
、
倭
寇
の
数
人
が
海
に
堕
ち
て
い
っ
た
。
右

上
の
隅
に
弓
矢
を
持
っ
て
倭
寇
を
射
殺
し
て
い
る
兵
隊
が
描
か
れ
て
い
て
、
こ
れ
は

同
僚
張
奇
峰
の
功
績
を
描
い
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

隆
慶
三
年（
一
五
六
九
年
）春
、督
府
か
ら
給
料
を
請
求
し
た
蘇
愚
は
故
郷
に
戻
っ

て
母
の
世
話
を
す
る
た
め
の
支
度
を
し
た
が
、
倭
寇
が
急
に
ま
た
侵
犯
し
て
き
て
、

警
報
が
絶
え
ず
鳴
ら
さ
れ
た
。
蘇
愚
は
「
日
夜
戦
の
監
督
を
つ
と
め
、
続
々
と
三
百

人
以
上
を
拿
捕
、
斬
首
し
た
」。
永
平
、
安
海
、
泉
州
の
戦
い
を
経
て
、
六
月
に
海

が
戦
闘
な
し
の
状
態
に
な
っ
た
。
蘇
愚
は
海
道
の
管
理
官
を
兼
任
し
て
、
八
月
か
ら

十
月
初
ま
で
漳
州
を
巡
視
し
、
十
一
月
に
や
っ
と
実
家
に
戻
っ
て
母
親
の
誕
生
祝
い

を
行
い
、
数
日
後
に
ま
た
寒
さ
を
凌
い
で
北
上
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
激
務
の
中
で
も

母
親
へ
の
孝
行
が
で
き
た
の
は
、
倭
寇
を
撃
退
し
た
お
か
げ
で
あ
る
と
蘇
愚
は
考
え

た
。
そ
の
後
、
隆
慶
五
年
（
一
五
七
一
年
）
の
春
、
倭
寇
討
伐
の
功
績
に
よ
っ
て
、

蘇
愚
は
広
州
の
任
地
で
恩
賜
の
十
両
を
頂
戴
し
、
同
僚
の
張
奇
峰
と
王
済
も
軍
功
で

栄
転
を
遂
げ
た
。

　
「
崇
武
擒
倭
寇
図
」
に
似
て
、「
平
倭
寇
欽
賞
図
」（
図
九
）
も
官
衙
の
な
か
を
描

い
て
い
る
。
異
な
る
点
は
、
広
州
の
官
衙
は
崇
武
の
そ
れ
よ
り
か
な
り
格
式
の
高
い

も
の
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
画
面
か
ら
で
も
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
め
で
た
い
太
鼓

や
音
楽
の
中
で
、
ご
褒
美
を
頂
戴
す
る
蘇
愚
は
、
恩
賜
金
を
送
っ
て
き
た
官
員
と
お

辞
儀
を
交
わ
し
て
い
る
。
両
側
に
は
文
官
が
立
ち
、
左
脇
の
部
屋
の
前
に
、
各
自
の

楽
器
を
手
に
し
た
楽
隊
が
列
を
な
し
て
い
る
（
図
十
）。
脇
部
屋
か
ら
身
を
の
り
出

し
て
い
る
女
性
も
い
る
が
、
お
そ
ら
く
妻
で
あ
ろ
う
。
門
の
外
に
も
、
文
官
と
楽
隊

が
並
ん
で
い
る
。
左
下
の
隅
に
一
人
が
馬
に
乗
っ
て
疾
走
し
て
き
て
い
る
が
、
吉
報

図八　練兵平倭寇図
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を
伝
え
る
使
者
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

抗
倭
の
功
績
を
持
つ
戦
略
家
と
し
て
、
蘇
愚
の
著
書
『
三
省
備
辺
図
記
』
は
そ
の

戦
略
思
想
を
反
映
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
倭
寇
は
「
波
濤
の
中
を
く
ぐ
っ
て
き
て
、

飢
え
て
い
て
疲
れ
て
い
る
。
こ
の
時
は
一
番
殲
滅
し
や
す
い
。
し
ば
ら
く
休
む
と
略

奪
を
し
て
飽
食
し
、
険
し
い
と
こ
ろ
を
占
拠
し
て
し
ま
う
と
、
ほ
と
ん
ど
勝
つ
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
」
か
ら
勇
敢
に
迎
撃
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
地
元
の
民
兵
を

訓
練
す
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。明
代
の
戦
術
に
関
連
す
る
も
の
と
い
え
ば
、「
永

寧
破
倭
寇
図
」
と
「
安
海
平
倭
寇
図
」
に
描
か
れ
た
岩
の
陰
に
待
ち
ぶ
せ
す
る
兵
士

が
、『
抗
倭
図
巻
』
で
言
及
さ
れ
た
「
設
伏
」
に
似
て
い
る
。
無
論
、
一
部
の
内
容

は
文
字
に
よ
る
表
現
に
適
し
て
い
る
が
、
画
像
で
は
表
現
し
づ
ら
い
、
画
面
で
ま
っ

た
く
表
現
出
来
な
い
も
の
さ
え
あ
る
。
し
か
し
、
絵
は
直
観
的
で
具
体
的
な
も
の
で

あ
り
、
大
量
の
文
字
の
表
現
に
代
わ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
超
え
る
こ
と
も
出
来

る
。『
三
省
備
辺

図
記
』
は
文
字
と

絵
の
両
方
の
長
所

を
用
い
て
、
蘇
愚

の
抗
倭
の
功
績
を

表
現
し
た
。
記
録

と
い
う
機
能
を
も

つ
こ
の
ケ
ー
ス
は

明
代
の
版
刻
印
刷

に
お
い
て
も
特
別

な
例
で
あ
り
、
明

代
版
刻
印
刷
画
像

の
分
類
を
豊
富
に

し
た
。
記
録
と
い

う
役
割
を
果
た
し

た
版
刻
印
刷
が
明

代
社
会
に
貢
献
し

図九　平倭寇欽賞図

図十　《平倭寇欽賞図》部分
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た
こ
と
も
物
語
っ
て
く
れ
た
。
確
か
に
、
記
録
と
い
う
機
能
を
持
つ
版
刻
印
刷
と
し

て
、『
三
省
備
辺
図
記
』
は
弘
治
十
五
年
（
一
五
〇
二
年
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
便
民
図

簒
』
に
あ
る
「
耕
織
図
」
ほ
ど
代
表
的
な
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、「
耕
織
図
」
が
明
代

の
呉
地
域
に
お
け
る
耕
織
の
風
景
を
見
事
に
表
現
し
た
素
晴
ら
し
さ
も
持
っ
て
い
な

い
。
し
か
し
、『
三
省
備
辺
図
記
』
は
記
録
し
た
明
代
に
お
け
る
「
外
患
」
と
い
う

国
の
重
要
事
項
の
持
つ
意
味
で
、
他
の
作
品
を
凌
駕
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
明
代
に
お
け
る
豊
富
で
多
様
な
版
刻
印
刷
典
籍
の
内

に
は
、
経
史
子
集
な
ど
儒
学
の
古
典
的
な
作
品
も
あ
り
、
大
量
の
類
書
や
自
然
科
学

技
術
関
連
の
本
も
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
多
種
多
様
な
通
俗
的
な
書
物
、
例
え
ば
画
譜
、

酒
牌
、
箋
譜
、
遊
記
、
詩
詞
、
文
集
、
小
説
、
戯
曲
の
脚
本
な
ど
も
あ
る
。
版
刻
出

版
が
つ
く
り
あ
げ
た
商
業
的
な
消
費
は
、
巨
大
な
市
場
を
形
成
し
て
い
た
。
そ
れ
に

対
し
て
、
蘇
愚
の
『
三
省
備
辺
図
記
』
の
よ
う
な
自
分
の
仕
官
事
跡
を
内
容
と
し
た

印
刷
物
は
明
ら
か
に
通
常
の
消
費
対
象
で
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
個
人
史
で

あ
る
と
と
も
に
抗
倭
の
歴
史
を
補
足
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
挿
絵
は
明
代
の
版
刻

印
刷
に
お
け
る
特
別
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
絶
対
に
看
過
で
き
な
い
も
の
で

あ
ろ
う
。

　

勿
論
、
蘇
愚
が
自
分
の
仕
官
事
跡
を
著
書
に
し
、
編
集
し
、
挿
絵
を
入
れ
、
版
刻

印
刷
し
た
の
は
、
当
時
の
社
会
か
ら
か
け
離
れ
た
個
人
的
な
行
為
で
は
な
く
、
人
か

ら
影
響
さ
れ
た
り
人
に
影
響
を
与
え
た
り
し
た
行
為
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
、
こ
の
よ

う
な
個
人
出
版
は
、
明
代
中
期
以
降
、
版
刻
印
刷
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
促
進
要
因
で

あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、『
三
省
備
辺
図
記
』
が
現
在
で
は
孤
本
で
あ
る
よ

う
に
、伝
播
の
中
で
相
当
多
く
の
版
刻
印
刷
物
は
も
う
知
ら
れ
ざ
る
も
の
と
な
っ
た
。

た
だ
当
時
の
社
会
に
お
い
て『
三
省
備
辺
図
記
』は
決
し
て
珍
し
い
作
品
で
は
な
か
っ

た
と
推
察
で
き
る
。

　

同
時
期
の
抗
倭
典
籍
に
比
べ
て
、『
三
省
備
辺
図
記
』
は
完
全
に
異
な
る
中
心
内

容
を
持
っ
て
い
る
。し
か
し
版
刻
印
刷
の
時
代
の
流
れ
に
あ
っ
て
、『
三
省
備
辺
図
記
』

は
他
の
作
品
と
画
面
の
表
現
が
似
て
い
る
所
が
多
く
見
ら
れ
、
あ
る
種
特
別
な
関
連

性
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
互
い
を
見
比
べ
れ
ば
そ
の
時
代
の
特
徴
が
よ
く
分

か
る
。
例
え
ば
「
永
寧
破
倭
寇
図
」

の
二
図
を
見
る
と
、
両
方
の
先
鋒

部
隊
に
は
「
狼
筅
式
」
と
い
う
兵

器
を
持
つ
兵
士
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
「
狼
筅
式
」
と
い
う
兵
器
は
『
籌

海
図
編
』
の
「
経
略　

兵
器
」
に

掲
載
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
戚
継

光
の
著
し
た
『
紀
効
新
書
』
に
も

特
筆
さ
れ
て
い
る
。「
狼
筅
」は「
長

さ
一
丈
五
尺
、
重
さ
七
斤
、
竹
と

鉄
の
二
種
類
あ
り
、
付
け
枝
は
必

ず
九
層
、
十
層
あ
り
、
十
一
層
あ

れ
ば
最
も
素
晴
ら
し
い
」（
図
十

二
）。
こ
の
兵
器
は
「
形
が
大
き

く
て
重
た
い
の
で
、
持
っ
て
移
動

し
に
く
い
、
ほ
か
の
兵
器
の
よ
う

に
出
入
り
し
や
す
く
な
い
、
利
器

で
な
い
よ
う
だ
」
か
ら
、「
こ
の

兵
器
を
め
っ
た
に
使
用
し
な
い
」。

し
か
し
な
が
ら
、
戦
場
で
は
め
っ

た
に
見
掛
け
な
い
こ
の
兵
器
は
、

戚
継
光
の
著
書
に
は
「
習
法
」
の

図
が
あ
わ
せ
て
六
枚
あ
り
、
使
用

法
を
詳
細
に
解
明
し
て
い
る
。「
狼

（
15
）

（
16
）

図十一　永寧破倭寇図
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筅
」
は
大
き
い
、
重
い
、
移
動
し
に
く
い
と
い
う
特
徴
が
あ
っ
て
、
地
上
戦
に
し
か

適
用
で
き
ず
、
故
に
「
抗
倭
図
巻
」
に
は
登
場
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
よ
り
、
明
代
の

戦
で
は
、
水
上
と
地
上
の
兵
器
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
「
永
寧
破
倭
寇

図
」
が
表
現
し
た
二
回
の
地
上
戦
で
は
め
っ
た
に
出
番
の
な
い
「
狼
筅
」
が
登
場
し

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
並
大
抵
の
戦
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
画
像

か
ら
事
件
を
見
る
と
、文
字
だ
け
で
足
り
な
い
部
分
を
あ
る
程
度
補
足
で
き
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
各
典
籍
に
あ
る
史
料
を
つ
な
げ
て
考
え
る
こ
と
は
明
代
軍
事
史
の
研
究

に
お
い
て
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

　
『
三
省
備
辺
図
記
』
に
あ
る
抗
倭
画
像
は
、
同
時
代
の
絵
巻
「
抗
倭
図
巻
」
や
「
倭

寇
図
巻
」
と
異
な
る
。「
抗
倭
図
巻
」
と
「
倭
寇
図
巻
」
は
文
人
の
ス
タ
イ
ル
で
文

人
の
セ
ン
ス
を
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
、『
三
省
備
辺
図
記
』
は
「
太
平
抗
倭
図
」

と
も
違
う
。「
太
平
抗
倭
図
」
は
民
間
的
な
描
き
方
で
時
代
の
流
れ
の
中
に
あ
る
文

人
の
セ
ン
ス
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
じ
明
代
の
も
の
で
あ
り
な
が

ら
、
こ
の
違
い
は
、
基
本
的
に
工
具
と
材
料
の
伝
統
的
な
特
性
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
工
具
と
材
料
の
違
い
は
、
版
刻
印
刷
さ
れ
た
も
の
は
最
初
か
ら
典
籍
の
挿
絵
で

あ
り
、
厳
密
に
言
え
ば
独
立
し
た
絵
画
と
は
い
え
な
い
。
あ
る
意
味
で
は
文
字
に
頼

り
、
或
い
は
文
字
の
補
足
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
画
像
は
文
字
説
明
が
で
き
た
後
に

生
ま
れ
る
も
の
で
、
画
家
が

文
字
に
対
す
る
理
解
に
基
づ

い
て
画
面
を
構
想
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
特

徴
が
あ
る
か
ら
、「
抗
倭
図

巻
」
の
よ
う
に
時
空
を
越
え

て
一
つ
の
事
件
の
一
部
始
終

或
い
は
主
な
過
程
を
表
現
す

る
の
は
、『
三
省
備
辺
図
記
』

に
あ
る
抗
倭
画
像
に
出
来
な
い
こ
と
で
あ
る
。
逆
に
連
続
的
な
画
面
で
異
な
る
時
空

で
起
き
た
事
件
を
表
現
し
、
一
枚
の
絵
で
一
つ
の
事
件
の
瞬
間
を
描
き
こ
む
だ
け
で

よ
い
。
そ
れ
で
「
抗
倭
図
巻
」
の
よ
う
に
、
異
な
る
場
面
の
関
連
を
考
え
て
、
上
手

く
繋
げ
て
い
く
処
理
を
必
要
と
し
な
い
。
民
間
的
な
「
太
平
抗
倭
図
」
で
も
、
細
部

の
取
り
扱
い
の
多
く
は
民
間
絵
師
の
レ
ベ
ル
を
上
回
っ
て
い
る
。そ
れ
に
比
べ
れ
ば
、

『
三
省
備
辺
図
記
』
の
倭
寇
図
は
典
籍
の
挿
絵
と
し
て
、
そ
も
そ
も
基
本
と
な
る
頁

の
サ
イ
ズ
か
ら
、
連
続
し
た
雄
大
な
画
面
構
成
は
無
理
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
絵
本
の

よ
う
に
時
間
と
場
所
別
に
特
定
な
情
景
を
表
現
す
る
し
か
な
い
。
更
に
、
明
代
に
お

い
て
、
版
刻
が
既
に
産
業
化
し
て
い
て
、
民
間
の
絵
師
と
彫
師
の
審
美
眼
と
造
形
力

は
陳
洪
綬
ほ
ど
高
く
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文
化
の
主
流
で
あ
る
文
人
趣
味
に
憧

れ
て
い
て
、
そ
れ
を
理
想
と
し
て
追
求
し
、
と
き
に
は
名
を
偽
る
と
い
う
や
り
か
た

で
主
流
文
化
に
認
め
て
も
ら
お
う
と
し
た
。「
倭
寇
図
巻
」
に
「
仇
英
」
と
い
う
署

名
が
あ
る
の
は
ま
さ
に
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
実
際
に
民
間
の
絵
師
と
彫

師
は
文
人
趣
味
と
そ
の
セ
ン
ス
を
な
か
な
か
真
似
で
き
ず
、版
刻
の
制
約
も
加
わ
り
、

緻
密
で
味
の
あ
る
画
面
が
な
か
な
か
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

逆
に
、
版
刻
印
刷
に
諸
々
の
制
限
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、『
三
省
備
辺
図
記
』
に

あ
る
抗
倭
画
像
は
そ
の
あ
る
べ
き
方
式
で
、
版
刻
印
刷
の
特
徴
を
生
か
し
て
絵
と
文

字
―
―
図
と
図
記
の
関
連
性
を
表
現
し
た
。
例
え
ば
、「
崇
武
擒
倭
記
」
の
後
に
「
ほ

ど
な
く
し
て
、
倭
寇
が
ま
た
襲
来
し
た
。
余
が
兵
を
督
し
て
永
寧
衛
と
安
海
堡
と
同

安
洲
で
こ
れ
を
打
ち
負
か
し
た
」
と
説
明
し
、
次
の
三
つ
の
戦
へ
と
繋
げ
て
い
き
、

も
っ
て
連
続
し
た
物
語
と
し
た
。
続
く
「
永
安
平
倭
記
」
で
は
最
初
に
王
済
が
援
軍

を
率
い
て
崇
武
で
倭
寇
の
残
部
を
追
撃
し
た
こ
と
を
述
べ
て
、
前
の
「
崇
武
擒
倭
記
」

と
の
関
連
性
を
示
し
た
。
こ
の
よ
う
な
コ
マ
絵
本
の
よ
う
な
表
現
手
法
は
、
早
期
の

敦
煌
壁
画
に
も
見
え
る
も
の
で
あ
り
、
明
代
に
い
た
る
と
絵
本
に
似
た
版
刻
印
刷
の

典
籍
に
発
展
し
た
。
こ
れ
は
二
十
世
紀
前
半
か
ら
新
文
化
の
形
態
を
持
つ
「
連
環
画

（
絵
本
）」
の
雛
形
だ
と
言
え
よ
う
。

図十二　狼筅式
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客
観
的
に
言
う
と
、
作
者
が
遍
歴
し
た
福
建
、
広
東
、
貴
州
は
版
刻
印
刷
の
中
心

地
で
も
、
文
化
と
商
業
上
の
重
要
都
市
で
も
な
い
。
だ
か
ら
絵
、
版
刻
と
印
刷
の
い

ず
れ
に
し
て
も
、
そ
の
レ
ベ
ル
は
金
陵
、
新
安
、
杭
州
、
蘇
州
の
比
べ
物
に
な
ら
な

か
っ
た
。
絵
の
描
写
と
版
刻
の
レ
ベ
ル
は
記
録
し
た
い
事
件
の
表
現
に
影
響
し
て
い

る
。
五
枚
の
挿
絵
と
も
雄
大
な
場
面
と
豊
富
な
内
容
が
あ
る
一
方
、
主
要
人
物
に
対

す
る
精
細
な
描
写
が
な
く
、
天
啓
年
間
（
一
六
二
一
年
―
一
六
二
七
年
）
に
呉
興
淩

濛
初
刊
本
の
『
西
廂
劇
』
や
、
崇
禎
十
三
年
（
一
六
四
〇
年
）
呉
興
閔
遇
五
刊
本
の

『
西
廂
記
』
ほ
ど
の
精
彩
さ
は
な
い
。
陳
洪
綬
が
描
い
た
崇
禎
十
二
年
（
一
六
三
九

年
）
刊
本
の
『
張
深
之
先
生
正
北
西
廂
秘
本
』
の
よ
う
な
名
作
に
は
も
っ
と
お
よ
ば

な
い
。
し
か
し
、『
三
省
備
辺
図
記
』
は
粉
本
を
持
た
な
い
独
立
し
た
創
作
で
、
文

字
の
内
容
を
元
に
構
想
し
構
図
や
人
物
表
現
を
考
え
、
審
美
に
か
な
っ
た
白
と
黒
の

対
比
を
設
け
、
疎
密
を
ア
レ
ン
ジ
し
、
全
て
が
か
な
り
の
水
準
に
達
し
て
い
た
。
明

代
に
お
け
る
こ
の
種
類
の
画
像
の
代
表
作
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

明
代
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
版
刻
印
刷
の
出
版
物
は
、
明
代
に
お
け
る
多
種
多
様
な
文

化
が
高
度
な
発
展
を
と
げ
た
重
要
な
サ
ポ
ー
ト
要
因
で
あ
っ
た
。
版
刻
が
も
つ
記
録

機
能
は
、
明
代
の
豊
富
な
歴
史
と
文
化
の
積
み
重
ね
に
大
い
に
役
立
っ
た
。
マ
ク
ロ

の
『
籌
海
図
編
』
と
ミ
ク
ロ
の
『
三
省
備
辺
図
記
』
に
よ
っ
て
、
版
刻
印
刷
の
社
会

的
意
義
と
文
化
的
価
値
が
示
さ
れ
て
い
る
―
―
「
誠
に
書
斎
に
香
を
添
え
、
茶
肆
に

閑
を
加
え
た
。
佳
人
が
遊
び
に
出
か
け
る
際
、
手
に
繍
像
を
も
ち
、
舟
や
車
の
中
で

は
こ
れ
を
貴
重
品
の
よ
う
に
大
切
に
扱
っ
て
い
る
。
医
者
が
術
を
も
っ
て
、
典
籍
の

篇
章
を
検
索
し
て
、
図
を
求
め
て
患
者
に
示
し
た
。
凡
そ
こ
れ
ら
の
百
事
に
つ
い
て
、

正
に
彫
工
が
剞
劂
の
力
を
得
た
こ
と
に
よ
る
。
万
年
に
徳
を
積
み
、
圣
賢
の
伝
道
や

授
経
に
劣
ら
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
」。

〔
注
〕

（
１
）　

章
宏
偉
『
明
代
木
刻
書
籍
版
画
芸
術
』、
鄭
州
軽
工
業
学
院
学
報
（
社
会
科
学
版
）、

二
〇
一
二
年
第
六
期
。

（
２
）　
『
籌
海
図
編
・
福
建
倭
変
記
』、
嘉
靖
四
十
一
年
刻
本
、『
中
国
兵
書
集
成
』
第
十
六

冊
、
解
放
軍
出
版
社
、
遼
瀋
書
社
一
九
九
〇
年
。

（
３
）　
『
籌
海
図
編
・
福
建
事
宜
』、
嘉
靖
四
十
一
年
刻
本
、『
中
国
兵
書
集
成
』
第
十
六
冊
、

解
放
軍
出
版
社
、
遼
瀋
書
社
一
九
九
〇
年
。

（
４
）　

陳
履
生
『
紀
功
与
記
事
：
明
人
「
抗
倭
図
巻
」
研
究
』、『
中
国
国
家
博
物
館
館
刊
』、

二
〇
一
一
年
第
二
期
。

（
５
）　

須
田
牧
子
著　

彭
浩
訳
『「
倭
寇
図
巻
」
再
考
』、『
中
国
国
家
博
物
館
館
刊
』、

二
〇
一
一
年
第
二
期
。

（
６
）　
『
籌
海
図
編　

福
建
事
宜
』、
嘉
靖
四
十
一
年
刻
本
、『
中
国
兵
書
集
成
』
第
十
六
冊
、

解
放
軍
出
版
社
、
遼
瀋
書
社
一
九
九
〇
年
。

（
７
）　

茅
坤
『
刻
籌
海
図
編
序
』、
嘉
靖
四
十
一
年
刻
本
、『
中
国
兵
書
集
成
』
第
十
六
冊
、

解
放
軍
出
版
社
、
遼
瀋
書
社
一
九
九
〇
年
。

（
８
）　

鄭
若
曾
『
江
南
経
略
』、『
四
庫
全
書
』、
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
七
年
。

（
９
）　

宋
澤
宇
『
鄭
若
曾
「
江
南
経
略
」
研
究
』、
安
徽
大
学
修
士
論
文
二
〇
一
三
年
。

（
10
）　

晋
・
陸
機
、
唐
・
張
彦
遠
『
歴
代
名
画
記
』、『
中
国
書
画
全
書
』、
第
一
冊
、
上
海

書
画
出
版
社
、
一
九
九
三
年
。

（
11
）　

蘇
愚
「
三
省
備
辺
図
記
引
」、『
三
省
備
辺
図
記
』。

（
12
）　

鄒
爾
瞻
「
三
省
備
辺
図
記
叙
」、『
三
省
備
辺
図
記
』。

（
13
）　

注
（
14
）
以
外
の
資
料
は
全
て
泉
州
歴
史
網　

http://qzhnet.dnscn.cn/

に
よ
る
。

（
14
）　
『
読
史
方
輿
紀
要
・
巻
九
九
・
福
建
五
・
泉
州
府
・
守
御
崇
武
千
戸
所
』。

（
15
）　

明
・
鄺
璠
『
便
民
図
纂
』（
中
国
古
代
版
画
叢
刊
）、
中
華
書
局
、
一
九
五
九
年
。

（
16
）　

一
五　

戚
継
光
『
紀
効
新
書
』、
明
万
暦
十
六
年
李
承
勲
刻
本
、
中
国
国
家
図
書
館

編
『
原
国
立
北
平
図
書
館
甲
庫
善
本
叢
書
』、
第
四
八
五
冊
、
国
家
図
書
館
出
版
社
、

二
〇
一
三
年
。

（
17
）　

明
・
朱
一
是
跋
『
七
種
争
奇
』。

（
17
）
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本
研
究
集
会
は
、
基
盤
研
究
Ｓ
「
マ
ル
チ
ア
ー
カ
イ
ヴ
ァ
ル
的
手
法
に
よ
る
在
外
日
本
関
係
史
料
の
調
査
と
研
究
資
源
化
の
研
究
」（
課
題
番
号
二
六
二
二
〇
四
〇
二
、
研
究
代
表
者
：
保
谷　

徹
）

の
一
環
と
し
て
、
そ
の
経
費
の
一
部
も
使
用
し
て
行
な
っ
た
。
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